
 インクジェット用

　往復はがき

JP-HKDPシリーズ

〈印刷について〉

使用方法

素材やword用テンプレートの無償ダウンロード、最新の情報については、
用紙専用サイト「ペーパーミュージアム」http://paperm.jp/

または、http://www.sanwa.co.jp/ へgo！

1)往復はがきの往信面、返信面のデザインをします。

　

2)この用紙は両面スーパーファイングレードで、両面に印刷できます。印刷したい面をプリンタのノズル側
にくるように用紙をセットしてください。（その時、上下方向にご注意ください。また、印刷方向は「縦」を選
びサイズが往復はがき 200×148mmで　　の向きになっているかどうか確認ください。また、もし「往
復はがき」サイズがない場合は「ユーザー定義サイズ」で200×148mmと設定してください。）

3)必ず「往復はがき」サイズ(200×148mm)を選んでください。
4)静電気の発生を抑えるため、用紙をセットする前に用紙をよくさばいてください。給紙中、一度に2～3枚
給紙される場合は、各機種の取扱説明書に従い1枚ずつ給紙してください。

5)使用するプリンタの機種によりわずかに濃淡の差がでることがあります。その場合は、各機種の取扱説明
書に従い濃度調節を行ってください。

6)目的に応じた、より高品質な出力結果を得るために、プリンタ各機種に応じてカラーバランス・ガンマ補正・
各色の濃度などを調節してください。

7)この製品は速乾性に大変優れておりますが、十分に乾燥するまでは印刷面に触れたり、用紙を重ねたりし
ないでください。

※無償でWordなどで使えるテンプレートがダウンロードできます。詳しくは、上記WEBサイト「ペーパー
ミュージアム」の「テンプレート」コーナーをご覧ください。または http://paperm.jp/sozai/001/ をご覧
ください。

※このはがき用紙に印刷する前に往復はがきサイズの普通紙を使ってテスト印刷をしてイメージ印刷位置
の確認をしてください。失敗を防ぐことができます。

送る人の
宛先

返信用の
内容

返信用の
住所

(差出人住所)

お知らせ
する
内容

この方向で差し込んでください。 この方向で差し込んでください。

往信面 返信面

往復はがきの
ワードテンプレートコーナーに直接go!
http://paperm.jp/sozai/001/



印刷の際、往信面・返信面ともに下記のモード設定でご使用いただくと良好な画像を得ることができます。

http://www.sanwa.co.jp/

●機種により、またモノクロ印刷・カラー印刷により上下余白の印刷範囲が異なるため、最終行まで印刷できない場合が
あります。ご確認ください。

●印刷面に汚れや指紋を付けないよう、ご注意ください。また、印刷面をこすったり、傷をつけたり、折り曲げたりしない
でください。
●用紙が丸くカールしないように取扱ってください。万一カールしたら、必ずカールをなおしてから使用してください。
●水濡れや直射日光・経年変化により、印刷部分が変色することがあります。
●プリンタの種類、プリンタの印刷モード、インク、ドライバソフトなどにより、画像色・画像の精細さが変わることがあり
ます。
●用紙は必要なだけ取出して使用してください。また、その際は用紙で手を切らないようにご注意ください。
●コピー機、レーザープリンタ、ドットプリンタ、熱転写プリンタなどインクジェットプリンタ以外では使用できません。
●この用紙に手書きをする場合、一部の筆記用具（※）の中にはにじんだり、書きにくいものがありますので、試し書きの
上、ご使用ください。（※一部の水性ペン等）

●切手を貼った後は、のりが十分に乾燥するまで重ねないでください。

往復はがきの特性上、折り目部分に段差があり、プリンタのご使用環境などによりインク汚れやこすれが生じる恐れが
あります。こうしたインク汚れやこすれが生じた場合には、下記の設定で印刷することをおすすめします。

使用上の注意

＜おすすめ印刷設定＞

＜印刷時の注意＞

①こすれ軽減モードを設定できる場合→プリンタドライバの「プロパティ」より「ユーティリティ」、「プリンタ情報」を選
択し、「こすれ軽減」にチェックをしてください。

②用紙の厚みを設定できる場合→プリンタ本体のアジャストレバーを切替えてください。

※上記のプリンタ設定方法については、Windowsの場合です。Macをご利用の方は、上記を参考にしながら操作して
ください。
※各設定の詳細は、ご使用になるプリンタの取扱説明書をご参照ください。

■エプソンプリンタの場合

①用紙のこすれを防止できる場合→プリンタドライバの「プロパティ」より「ユーティリティ」、「特殊設定」を選択し、「用
紙のこすれを防止する」にチェックをしてください。
②ASF（こすれ改善モード）を設定できる場合→プリンタドライバの「プロパティ」より「基本設定」、を選択し、「給紙方
法」を「ASF（こすれ改善）」に設定してください。

③用紙の厚みを設定できる場合→プリンタ本体の紙間選択レバーを切替えてください。

■キャノンプリンタの場合

※万一製造上の不備がございました場合には、同数の新しい製品とお取り替えいたします。それ以外の責はご容赦ください。
※本製品は光や保管条件によって変色、退色いたしますが、この点についてのお取り替えその他の補償はご容赦ください。
※製品改良のため、仕様・外観は予告なしに変更することがありますのでご了承ください。

※全色顔料系インクにも対応します。
※はがき以上のサイズに対応しないプリンタでは使えません。
※四辺フチなし・全面印刷はできません。

保管上の注意
●使用しない用紙は必ずビニール袋に入れて気温40℃以下、湿度80％以下の場所で水平に保管してください。外で
長時間放置いたしますと、反りが発生したり変色する可能性があります。
●高温、高湿、直射日光、蛍光灯の光など、また空気の流れ（空調など）のある場所を避けて保管してください。
●閉め切った車内やトランクなど、高温になる条件での保管は避けてください。

プリンタ 用紙設定 印刷モード

エプソン EPSONスーパーファイン紙 / フォトマット紙 標準 / きれい

キヤノン 高品位専用紙 / マットフォトペーパー きれい

hp・ブラザー 他 hp専用紙 ・ インクジェット紙 ベスト ・ 高画質

BF/BB/MIKK
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